










上：上：上：核戦争後に起こるとされる「核の冬」について警鐘を鳴らした天文学者 カール・セーガン博士
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「核兵器禁止条約」とは？
核兵器禁止条約は、核兵器の開発をはじめ、製造、保
有、使用、そして使用の威嚇（おどかし）まで、全ての
行為を禁止する条約です。何よりも、この条約によっ
て、核兵器が“どんな場合も使ってはならない兵器”
であることが明確になりました。

この条約は、ヒバクシャの苦しみと努力を明記してい
ます。広島と長崎の被爆者をはじめ、世界のヒバク
シャの“二度と同じ苦しみを誰にも経験させない”と
の誓いの結晶です。

条約ができるまで
核軍縮は、「核不拡散条約（NPT）」で約束されてい
る各国の義務です。しかし、世界には依然として、
１万発をはるかに超える核兵器が存在します。

何十年も停滞していた核軍縮の議論は、ある時から
大きく動きました。それは、ヒバクシャの体験から、
“核兵器は安全を守るツールではなく、多くの人を苦
しめる残酷な兵器”との考えが広がったからです。こ
の「核兵器の非人道性」の議論が大きな力となり、国
連での、核兵器を禁止する条約の交渉へと結びつき
ました。そして２０１７年７月、ニューヨークの国連本
部で、１２２ヵ国が賛成し、ついに核兵器禁止条約が
採択されたのです。

条約の採択には、市民社会の力が大きかったと評価
されています。2017年には、そのリーダーシップを
担った、国際NGO「核兵器廃絶国際キャンペーン
（ICAN）」にノーベル平和賞が授与されました。

核兵器禁止の効果は？
核兵器禁止条約には、現段階では核保有国・依存国
は参加していません。しかし、この条約によって、核兵
器は、禁止すべき違法なものとして認識され、核兵器
への見方が変わりました。恥ずべきものとなった核兵
器への投資を止めた銀行や企業もあります。

こうして、条約に参加していなくても、核保有国・依存
国は核兵器に関する活動を制限されるようになりま
した。こうした流れが核兵器の拡散に歯止めをかけ、
最終的には核兵器の廃絶へとつながるのです。

禁止から廃絶へ
条約に参加する国が増え、核兵器廃絶を求める人々
の声が高まることで、“核兵器は恥ずべきもの”との
考えが社会に浸透し、条約の力が強まります。

2022年6月には、ウィーン（オーストリア）で第1回
締約国会議が開催され、国際機関、NGO、そして条
約未参加国もオブザーバーとして議論に参加しまし
た。その結果、核兵器なき世界の実現を目指す宣言
と、５０項目からなる行動計画が採択され、核廃絶に
向けた今後の具体的な道すじが示されました。

最終的なゴールは、核兵器の禁止だけに留まらず、そ
の廃絶です。それには、国や立場の違いを超えた対
話、そして市民をはじめ世論の圧倒的な支持、後押し
が不可欠です。

「あなたの大切な人」に、
核兵器禁止条約のことを
シェアしよう！
この条約をあなたが、まず「知る」「語る」
ことが、今のあなたにできる「行動」です。
自分の行動が、核兵器廃絶に貢献できる
とは思えないかもしれませんが、あなたの
行動は、世論を高め、「核兵器のない世界」
への大きな一歩となります。

核兵器時代の終わりへ、
新たな挑戦がスタート 
核兵器は、これまで、条約で禁止されていな
かった、唯一の大量破壊兵器です。2021年
1月22日、「核兵器禁止条約」は、新たな国
際法として、船出しました（発効）。
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紛摯の絶えない今日の世界から、核兵塁

を取り餘きさえすれば、平和な世界になる

のでしょうか。そうではありません。検兵器

魔絶への努力は、私たちの人間関係、ある

いは世界との関條を根本的に捉え直す

チャンスなのです 。

たとえばアルコ ール、麻藁、ギャンブルなど、

重度の依存壼と格閾している人がいたと

します。その人にと って依存しているも

のとの園わりを範つこと、すなわち「ゼロ」

は、重璽なステップです。それは、これまで

の行動や誓慣、人生を省みて、そのあり方

を一新することを求めます。

しかしこれは、人間の本質が良い方向に

変化しない隈り、核兵器の麗絶は実現で

きないという意昧ではありません。私たち

一人ひとりの選択が積み重ねられていった






